
 

 
 

 

  

 

 稲沢４Ｈクラブは、稲沢市内の２つの幼稚園を対象にサツ

マイモ収穫体験会を開催しました。今年は苗の植付け時期を

早めて５月 25 日に健全な苗を植えた結果、去年よりも豊作

となりました。309名の幼稚園児がコロナ予防対策を実施し

た上で、サツマイモ掘りを楽しみました。 

 
 

 

  

 

 今回の研修は、校内で概要説明後、学校の近くでカー

ネーション及び葉菜類を栽培する稲高ＯＢの２戸を、徒歩

又は自転車で視察しました。 

農家からは、経営方針や栽培方法の改良などについて説

明がありました。生徒からは、経営の理想と現実など、意

見交換が行われました。 

生徒へのアンケートから研修の内容は概ね良好で、将来

の就農に向けて意識の高揚を図ることができ、有意義な研修となりました。 

 

 

 

 

 

 

「農業における労務管理のポイント」と題し、社会保険労

務士の青嶋輝氏を講師として、農業基礎講座・ヤングミセス

セミナー合同研修会を開催しました。就農３年目までの農業

基礎講座対象者 13 名、ヤングミセスセミナー対象者７名の

計 20 名が参加しました。講師からは労務管理の基礎的な内

容や、農業で特に注意すべき点などの説明があり、参加者か

らは「分かりやすい説明で、とても参考になった」と好評でした。なお、今回は「愛知県農業

経営者サポート協議会」との共催で開催しました。 

 

尾 張 稲沢４Ｈクラブ、サツマイモ収穫体験会を実施 

と き 

稲沢市 

令和２年 10月 15日、22日 

ところ 

収穫体験会の様子 

海 部 農業における労務管理のポイントを学ぶ 

と き 

ところ 海部総合庁舎 401会議室 

令和２年 11月６日 

講師の話を熱心に聞く参加者 

 

尾 張 稲沢高等学校で緑の学園研修を開催 

と き 

稲沢市 

令和２年 10月 29日 

ところ 

ほ場視察の様子 



 

 

 

 

 

ブドウ生産者が、メーカーを招いてロボット草刈機の実演会

を開催しました。草刈り機は今年の２月より販売が開始された

ロボット草刈機で、生産者らは、どのように自動で草刈りを実

施できるか、確認しました。 

 メーカーからは、刈ることができない条件についても説明が

ありましたが、凹凸でも自動で草を刈っていく様子を見て、生

産者らは高く関心を寄せていました。耕起後に使用できないなど弱点はありますが、労働力や

ほ場条件等、利点が見いだせれば導入を前向きに考えてもよいという意見もありました。 

 

 

 

 

 

 

農業改良普及課は、毎年、新規就農者及び研修中の就農希望

者を対象に新規就農者セミナーを実施しており、今年度の第１

回セミナーを「先輩農業者からの就農後のアドバイス」をテー

マに実施しました。講師である先輩農業者は、経営管理の工夫

点などを講演し、参加者は熱心に聴き入り、理解を深めること

ができました。 

なお、今回のセミナーは、株式会社日本政策金融公庫及び、ＪＡあいち知多青年部と共催で

行い、参集範囲にＪＡあいち知多青年部員及び若手女性農業者を加えて開催しました。 

 

 

 

 

 

  

ＪＡあいち中央なす部会では近年、つや無し果の発生が問題

となっています。つや無し果は、階級が１段階落ちてしまうた

め、収益減に繋がります。前作終了後に根域調査を行った結果、

つや無し果の発生が多いほ場では、根の量が少ない傾向でし

た。なす部会は、根張りを良くするために、土壌の物理性の改

善が必要と考え、団粒構造を作る資材の試験を行いました。実

施農家は、前作までより畝・通路ともに柔らかくなったと効果を実感しています。農業改良普

及課は、引き続き、土壌の物理性の改善支援をしていきます。 

 

知 多 24時間働くロボット草刈機に興味津々！ 

と き 

ところ 大府市内ブドウほ場 

令和２年 10月 29日 

知 多 先輩農業者から経営管理の工夫の仕方を学ぶ 

と き 

ところ あいち知多農業協同組合総合本部ビル 

令和２年 11月 16日 

ロボット草刈機の実演に興味津々 

セミナーの様子 

 

西三河 施設ナスのつや無し果削減に向けた現地試験を実施 

と き 

ところ 安城市里町 

令和２年 10月 27日（火） 

土壌の物理性調査の様子 



 

 

 

 

 

 

 

本年の稲作で甚大な被害をもたらしたトビイロウンカと近

年被害の大きい斑点米カメムシ類について、農業改良普及課は

関係者に呼び掛けて検討会を開催し、発生要因や防除対策につ

いて協議しました。トビイロウンカに対しては、研究機関の試

験結果をもとに有効な薬剤を選定すること、本年度は防除が遅

れたことから病害虫発生予察注意報に留意して適期防除を徹

底することなどが確認されました。斑点米カメムシ類については、品質低下のみでなく収量低

下をもたらす大型カメムシ類が多発しているため、防除適期や防除回数を見直すことが確認さ

れました。 
 

 

 

 

 

 

農村生活アドバイザー協会田原支部は、コロナ禍を克服す

るために地域の農業者が解決すべき課題を提言書にまとめ、

役員４名が代表して田原市議会へ提出しました。 

「営農活動を止めないセーフティネットを築く」、「新たな生

活様式に対応した生産・販売体制を再構築する」、「人と人との

接触を減らす作業体系を確立する」を柱として、自助努力と地

域の支援により危局を乗り越え、さらに飛躍する決意を示しました。 

 

 

東三河 トビイロウンカ及び斑点米カメムシ類防除対策検討会を開催 

と き 

ところ 東三河農業改良普及課 

令和２年 11月 17日 

 田 原 コロナ禍を克服するために解決すべき経営課題を提言 

と き 

ところ 田原市役所 

令和２年 10月 14日 
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検討会の様子 

 

 

議長に提言書を手渡す杉原会長 

 

 


